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耐乾性・耐塩性改良コウライシバオアシスフィールド

開発・育種経緯

オアシスフィールドは、千葉大学と住友林業株式会社筑波研究所が共同開発したコウライシバ系統の芝の
中から、耐乾性の優位性を持つ個体を選抜して育成した固定品種です。
厳格に区画された圃場で栽培育成されているため、形質が均一であることが大きな特徴です。

用途・実績

鹿児島県内小学校屋上 福岡県内陸上競技場 埼玉県内幼稚園園庭

【屋上】 【陸上競技場】 【園庭】

【その他】　冠水抵抗性　／　耐陰性
普通コウライシバと比較して効果が期待できます。

【特性１】　耐乾性
普通コウライシバと比較して耐乾性があり、
【人工地盤や公園の省管理化が可能】です。

左：普通コウライシバ　右：オアシスフィールド
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【耐乾性データ】

※観察者の目視による相対的数値

【特性２】　耐塩性
普通コウライシバと比較して耐塩性があり、
【沿岸地の緑化や公園工事などに利用可能】です。

左２つ：普通コウライシバ　右２つ：オアシスフィールド

左：普通コウライシバ　右：オアシスフィールド

【耐塩性データ】
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【特性3】　擦切れ耐性

※試験区施工 /養生完了後、2006年 6月～ 2006年 12月まで計測資料
　（茨城県つくば市内小学校校庭にて）
※観察者の目視による相対的数値

普通コウライシバと比較して、すり切れ耐性があります。
特に、最生長期以降、生長スピードが落ち込む秋口での
優位性がみられます。

【擦切れ耐性データ】
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生産・圃場・出荷体制

開発・研究・特性評価

当社のフィールドシリーズは、茨城県の主要拠点をはじめ、九州エリアにおいて
厳しい管理体制の下、全国へ出荷をしています。

【植え付け直後】

【生産風景】

【出荷時】
（※圃場での雑草・害虫管理については、厳しい管理体制を取っておりますが、出荷時期及び
  環境の変化等によって完全に防ぐことはできません。）

茨城圃場

宮崎圃場

熊本圃場

鹿児島圃場

フィールドシリーズは、住友林業株式会社 筑波研究所（茨城県つくば市）において調査・確認を継続して
行っております。

【評価試験】

【増殖・伸展試験】

【回復力試験】

普通コウライシバ

回復力が早い
ウィンターフィールド

ウィンターフィールド 普通コウライシバ

【トレー試験】 【圃場試験】




